
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

令和 7年度の村学力調査の結果は、総合的に全国平均を 10％以上下回る結果となった。特に「書

くこと」の領域では、全国平均より－20％と大きく下回っている。中でも「目的に応じて文章を書

く」や「資料から読み取った事実を構成や展開を踏まえて書く」ことに課題があるので、文章を書

く時間を継続的に設けて解決していく必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・語彙を増やすために、国語辞典を活用して様々な意味の言葉に触れる機会を多く作ったり、問いに

対する答え方を提示したりする。 

・ノートに自分の考えを書き表す場を多く設定する。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・文章を書くときに、題材文のキーワードに線を引かせたり、グループワークで筆者の考えに対してど

う思うか話し合ったりしたあとに、自分の考えを書くようなステップで「書く」ことに取り組めるよ

うにする。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・説明文や物語文に対する考えの説得力を高めるためにどうするか問いかけ、調べたり経験したりし

たことを根拠に自分の考えをもてるようにする。また、条件を指定して、自分の考えを書くような機

会も設ける。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①朝の時間やスキルタイムに新聞記事（ニュース

記事）を読み、自分の考えを書く時間を設ける。

また、書いたものをもとに意見交換し、多様な

意見・書き方に触れる。 

②スキルタイムに継続的に１００マス程度の作文

を３分間で実施する。題材は児童に委ねる時も

あれば教師側から指定するときもある。書くこ

とへの抵抗感を減らし、児童同士で推敲し、教

員が確認することで、文章の質を上げていく。 

＜検証方法＞ 

❶毎週１回以上実施し、「事実を読み取って書いて

いるか」「書いた内容がより具体的になってきた

か」「理由は明確になっているか」「説得力を高

める文章校正になっているか」を検証する。 

❷毎週１回以上実施し、「文章量が増えているか」

「目的に合った文章になっているか」「工夫した

表現を使っているか」「適切な文章の構成になっ

ているか」を検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・文章を書くことへの抵抗感は減少した。短い時間

で相当の文章量を書くことができている。 

＜課題＞ 

・新聞などを読む機会を設けたが、文章の多いもの

を読むことへの抵抗感があり、書く際の語彙力や

表現の工夫は不足している。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・書く活動だけでなく、文章を読み、そこから学んだ

語彙や表現の工夫を自分のものにする活動が必要

である。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・学んだ語彙や表現を使って、文章を書くことができる。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

令和 7 年度の村学力調査の結果は、総合的に全国平均を 20％以上下回る結果となった。特に「国

土の自然などの様子」の領域では、全国平均より－25％程度と大きく下回っている。中でも「六大陸

三海洋」や「アメリカの位置と国旗」などの知識面に課題があるので、学習したことを復習したり、

その知識を用いて考えたりする活動が必要である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・教科書に載っている資料だけでなく、様々な統計資料や映像資料を活用し、読み取る練習をする。 

・資料から読み取れることを記録する。 

・ICTを活用し、実際の様子を見てイメージできるようにする。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・ICT機器などを活用して、具体物や映像、写真を使って視覚的に理解できるようにする。 

 ・体験的な学習や日常生活との関連付けを授業内に取り入れる。 

 ・定期的に小テストやクロスワード、クイズなどを行い、知識の定着を図る。 

【活用が必要な児童への手だて】 

 ・まとめる段階で、「どの学習内容が関係しているか」をふり返る場面を設けることで、知識を関連

付けたり総合したりできるようにする。 

 ・思考場面では、児童自身の生活と結び付けたり、歴史であれば今とのつながりを考えたりできるよ

うに視点を与えることで、社会的事象の見方・考え方を働かせられるようにする。 

 ・グループで学習問題に対して話し合いを行い、学びを深める機会を設ける。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①児童の関心の高い日常生活に結び付けたり、具体

物や写真、映像を用いたりして、知識を実感しなが

ら得ることができるようにする。 

②スキルタイムなどで、学習内容についての小テス

トやクイズで知識の定着を図る。 

③「自分だったら」や「今とのつながり」を意識して、

学習問題に対する自分の考えを書けるようにする

ために、小グループでの話し合いの機会を設ける。 

＜検証方法＞ 

❶ 知識を定着するには、イメージを伴えているかが

大事なので、毎単位時間の学習のまとめやテスト

で８割以上の得点がとれるか検証する。 

❷学期末に学習してきた単元の知識に関するまとめ

テストを実施し、９割以上とれるか検証する。 

❸まとめる段階の「学習問題に対する自分の考え」の

記述内容に「自分自身との結びつき」や「今とのつ

ながり」が適切に書いてあるか検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・児童が、社会認識や一般的知識を獲得することが

できた。 

＜課題＞ 

・得た知識を関連付けたり、具体から抽象にしたり

する思考面には課題が見られる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・授業内で、思考が必要になる場面の設定や発問を

仕掛けていく必要がある。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・自ら進んで学び、社会的認識から考えをもつことができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度学力調査では、「面積」領域が全国平均を上回っていた。一方、他領域では全国平均を下

回っており、特に「分数の計算」「整数の仲間分け」において課題が見られた。 

・算数全般的において「主体的に学習に取り組む態度」の力を引き上げる必要がある。 

・特に「数と計算」領域について、基礎的な問題が正確に解ける力を付ける必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・スキルタイムでは既習学習の内容を復習する時間を確保する。 

・ICT機器を効果的に授業の中で活用し、提示する。 

・生活の中のものをテーマにしてデータを収集し、グラフを作成して分かることや傾向などを読み取

る活動を実施する 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・毎授業、前時のおさらいを丁寧に行う。授業のねらいにつながる既習内容を確認することで、児童の

不安感を軽減し、主体的に自力解決できるようにする。 

・AIドリルを活用し、個に応じた課題設定をする。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・数の概念や図形をより具体的にイメージしやすいよう、ICT・具体物等を使って問題を可視化する。

「分数の計算」や「比」における文章問題では、数直線や線分図を使ってわかっていることや聞かれ

ていることを整理する。 

・立式する際も、図や言葉で説明できるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①既習事項とのつながりを意識させることで、児

童の不安感を軽減し、学習内容へのスムーズな

導入を図り、主体的に学習に取り組めるように

する。児童の自作問題でおさらいをするなど、

児童が主体的に取り組めるよう工夫する。 

②ペアやグループによる学習で、半具体物や図、

言葉を使って説明しあうことで、児童全員が「わ

かる」「できる」を体験できるようにする。 
③東京ベーシックテストでの課題となった単元を徹

底的に復習し、既習学習の定着を図る。 

＜検証方法＞ 

❶ワークテストの知識・技能・思考の３観点にお

いて、それぞれ正答率８割を目標とする。８割

を獲得できるようになれば、基礎的な内容は概

ね身についたと考えられる。  

❷２学期末までに、自分の考えや、授業を通して

分かったことなどをノートに書きあらわせるよ

うにし、検証する。 
➌東京ベーシックテストを行い。既習した学習のど

れくらい定着しているのかを図り、個に応じた課

題プリントを実施し確かな定着を図る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・身の回りにある立体を見つけたり、グラフから読

み取ったことを基に考察したことをノートにまと

め、発表したりすることができた。 

・東京ベーシックテストを基に個々の課題に向き合

い克服することができた。 

＜課題＞ 

・基礎・基本の定着に課題がある児童がいた。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・既習事項を念入りに反復し何度も触れていきなが

ら単元を進めていくことで、学習意欲を高めてい

く。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・式と図、表などを関連付けて、自分の考えを伝えることができる。 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

令和 7 年度の村学力調査の結果は、総合的に全国平均を 10％程度下回る結果となった。問題別に見

ると、特に「天気の変化」と「物のとけ方」では、全国平均よりも 20％以上下回る結果となっている。

全体的に、学習した知識が定着しておらず、知識を活用することができていない傾向がある。学んだこ

とを復習したり、生かしたりする手だてが必要である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・必要感をもたせるために、「なぜ？」を引き出す導入の工夫を行う。 

・予想と理由を分けて考えることで、「難しい」という考えをなくすようにする。 

・思考を整理するために、ノートに明確に自分の考えを書き表せるようにする。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・知識を小分けにして、整理できるように単元ごとに理科用語シートを用意する。 

・ゲーム性を取り入れて、反復学習を行い、知識を習得する機会を設定する。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・問題解決学習を通して、特に予想や考察場面で生活経験や既習事項を根拠に考えられるようにする。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①ＩＣＴ機器などを用いて、「理科用語シート」に

授業内で出てきた理科の語句を文章だけでな

く、図や絵で表し、知識を整理できるようにす

る。 

②授業の始めや単元のまとめで、学習したことを

もとに児童同士でクイズを出し合う。 

③対話を通して、予想や考察の場面で生活経験や

既習事項と関連させて考えるように視点を示

す。 

 

＜検証方法＞ 

❶単元のまとめで理科用語を用いてまとめられて

いるかと単元まとめテストで９割以上とれてい

るか２点で検証する。 

 

❷プレテストでは９割以上、単元まとめテストで

９割以上とれているか検証する。  

❸ノートやワークシートの記述内容に妥当性があ

り、生活経験や既習事項が記載されているか確

認する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・日常生活と結び付けたり、体験的活動を取り入れ

たりしたことで、単元テストの知識面は全員７割

を超えた。 

＜課題＞ 

・得た知識を用いて、選択・判断する力に課題が残

る。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

 

・単元の終末などに、意識的に選択・判断する場面を

設定する。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・学んだことをもとにして、適切な選択・判断ができる。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・音楽技能の機械的訓練に偏ってしまわないよう、音楽活動と関わらせながら知識や技能を習得すること

で、「わかった」と実感したり、児童が主体的に学び、思考・判断・表現することで「できた」と感じたり

することができるようにする必要がある。 

・既習の楽典知識や、歌唱の技能が十分に定着していない児童が多くみられる。 

・児童の興味・関心を引き出し、主体的に学習に取り組む態度の力を引き上げていく必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・曲を聴いたり楽譜を見たりして感じたことや気付いたことを発言したりワークシートに記入したりし、曲

の特徴について気付きを深めたり、それを捉えた表現をしたりすることができるようにする。 

・短いフレーズを一人ずつ歌ったり演奏したりし、技能の習得状況を把握して、必要に応じて個別指導を行

うなどその後の指導に生かす。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・曲を聴いたり楽譜を見たりして曲の特徴についての気付きを深めたり、様々な表現方法を試したりして、

曲の特徴を捉えた表現ができるようにする。 

・ICT機器及び教材を用いて、自らの学習状況に合わせた学習の仕方を選択できるようにする。 

・児童の興味・関心に合わせた教材の選択により、意欲を高める。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・曲を聴いたり表現したりして曲の特徴についての理解を深め、それら曲の特徴にふさわしい表現について

思いがもてるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①歌唱や合奏などで、教材の表現方法・パートをグル

ープで選び、役割を分担して学習を進める活動を

取り入れる。学び方を児童が選ぶことで、主体的に

学習に取り組む態度を高める。 

②楽典知識の積極的な活用を促す。強弱記号や音符

の音価などを教材ごとに丁寧に指導する。ミニテ

ストを実施し、短時間での反復・定着を図る。 

＜検証方法＞ 

❶授業毎に振り返りカードを書く活動を実施する。

話し合いの記録や振り返りカードを記録し、協力

度やそれによる達成感が味わえているかどうかを

分析する。  

❷題材ごとにミニテストの正答率を比較し、効果を

比較する。９割の児童が、強弱記号や正しい音価を

理解し、演奏に生かせるようにする。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・歌唱や合奏を通して、自分のパートに対して、責任

感を持って演奏する態度が身に付いた。 

・拍や他の演奏者の声を聴き取って、合わせて演奏

する力が高まった。 

＜課題＞ 

・読譜力には依然として課題が残る。歌唱や器楽の

能力に影響を与えている。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・読譜力が低いため、丁寧に指導をしていく必要が

ある。特に音価と強弱記号は中学校や高等学校ま

で重要な知識である。 

・歌唱能力を高める必要がある。変声期が終わると

頭声発声の重要度が増すため、指導が必要となる。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・培った音楽の力を生かし、より高次の音楽表現に臨むことができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・基礎基本的な道具や材料の使用方法を習得し、技術を身に付ける。 

・自分で考えたり、感じたりして豊かに表現や工夫する力をさらに高める。 

・様々な発想の方法をできるような発想する力をさらに高める。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・材料や道具などの使い方を掲示や ICTを活用して確認する。 

・児童と実際にその材料や道具で工夫できるところを確認し、実際に試すことのできる学習場面を設

定する。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童】 

・全体指導だけでなく、児童の能力に応じて個別に指導し、児童自身の困り感を解消していく。最低限

の基本的な技能の習得を目指す。 

【活用が必要な児童】 

・自分の発想を試すことのできる題材や材料を用意する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①掲示や ICT 機器を活用しての材料や道具の使い

方を説明するとともに、様々な道具や材料に何

度も触れる機会を増やす。 

 

②表したいものを見付けるための様々なアプロー

チを経験できるように導入の中でねらいを明確

にして伝えることにより意識させる。 

＜検証方法＞ 

❶児童や作品の観察。毎時間全児童に声をかけて

回るようにする。児童が材料や道具を正しく扱

え、どんな小さな工夫でも良いので自分なりの

工夫をできるようにする。 

 １学期の間に電動糸のこぎりやのこぎり、釘打

ちといった既習の基本的な道具や材料を正しく

扱えるように指導する。 

❷児童や作品の観察。毎回の授業でねらいに沿っ

た活動が行われているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

・基本的な材料や道具の扱い方を掲示や ICT を活

用することにより正しく扱うことができてい

た。 

・ワークシートなどを活用することにより、アイ

デアを広げることができた。 

＜課題＞ 

・道具や材料などを自分の表したものに合わせて

さらに工夫する力を伸ばしたい。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・さらなる基本的な材料や道具の扱い方の定着の

ために掲示や ICT などを活用して取り組んでい

く。 

・ワークシートがあることにより制限されてしま

う時もあるので、題材などによってアプローチ

の方法を工夫する。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・計画性や手順などを具多的に考えたり、アイデアを広げたり、工夫したりすることができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 家庭科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・家庭科の学習は、自分の生活に直結するものであるため、学習したことを生活の中で活用する力をさ

らに高める。 

・ミシン縫いによる目的に応じた縫い方の技能を定着させる。 

・学習した調理を生活の中でも活用できる技能を定着させる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・なし 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・個別の評価を行い、個々の技能の定着を図る。 

・進みの早い児童には別の課題や応用の課題を出し、さらに技能の定着を図る。 

・児童間での学び合い、教え合いができる工夫をする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①調理実習において、個々の技能や課題を把握す

るため、実習中に個別の評価、声かけをしてい

く。 

 

②進みの早い児童には発展的な内容の課題を用意

しておく。さらに“できた”を実感できるよう

にする。 

 

 

③児童同士での学び合い、教え合いができるよう、

ペアや班ごとの学習を取り入れる。掲示物も用

いて意識をよりもたせる。 

＜検証方法＞ 

❶調理技能を正しく身に付けることができるよう

に、調理実習の役割分担を明確にし、評価を行

う。 

 

❷題材の終わりに、題材の振り返りシートに取り

組む。発展的な課題に取り組んだ児童ができた

と実感する解答・記述をしているか、題材の終

わりに確認をする。 

 

❸題材ごとに授業アンケートを行い、児童の学習

状況や課題を把握し、次の題材に活かす。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・調理実習では班で分担し、自分の役割を明確に行

うことができた。調理の技能が身に着いた。 

・グループ活動や班での調べ学習、発表活動を通し

て、お互いに学び合い教え合うことができた。 

＜課題＞ 

・個々の評価、声かけをより強化していく。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・個々の評価、声かけをより強化し、一人一人ができ

たと感じる指導を行う。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・「作品ができた。」「学びが深まった。」と感じて、意欲的に学習に向かうことができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・する、みる、支える、知るの４つの体育の見方・考え方で運動を楽しめるように、各領域において児

童が「目的意識」をもって「必要感」を感じて学習していく必要がある。特に、チームでの協力が必

要なボール運動領域の技能面を高めるために、作戦を話し合って決めたり、動き方やボール操作につ

いてアドバイスをし合ったりして学習活動できるような手だてが必要である。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・ICT機器を活用し、参考になる映像と自分の動きを比較することで違いを具体的に見つけられるよう

にする。 

・学習カードを用いて、自分の課題から次の学習のめあてを設定させるようにする。技の習得をしたり

勝利したりするために効率的な方法を思考する過程を通じ、『わかる』ことの重要性を振り返り、実

感させる。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・どの単元でもペアやトリオ、チームなどの複数人で取り組む学習形態にする。 

・ＩＣＴ機器を活用して動きを撮影し、技能面でアドバイスをし合えるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①チームでの学習活動を行う時間を設け、互いに「す

る」「見る」「支える」中で技能や思考を高められる

ようにする。 

②ＩＣＴ機器で手本の動画を見たり、自分の動きを

撮影してアドバイスし合ったりすることで技能を

高められるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶ ふりかえりにチームでの学習によって得た成果

を児童が記入できるようにする。そのふりかえり

に技能のポイント等の記載があるか検討する、ま

た、ホワイトボードを用いて、作戦などの思考の形

跡を確認し、検証する。 

❷単元学習の始めと終わりでの児童の動きを評価

し、技能面の成長が見られるか検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・ホワイトボードを媒体に、作戦を話し合ったり、チ

ームの課題に合わせて練習をしたりと協働的に学

習することができた。 

＜課題＞ 

・ボール運動領域においては、ボールを扱う技能に

個人差が見られる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・技能を高めるために、動画の活用や技能の高い児

童による教え合いなどの機会を設ける。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

体育の見方・考え方を理解し、協力、 

公正などの態度を身に付け、友達と協力し活動を工夫して運動の楽しさを味わうことができる。 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 外国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

児童によって学習意欲に差が出てきている。外国語を学ぶことに消極的な児童が少数いる。また全体

的に、外国語を学び活用することへの意欲が低いと共に、他言語を話すことの自信のなさからすすん

で話すことが難しい。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

 前年度 4年生のため記載なし。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ICTを活用した映像教材によるリスニングや ALTの活用場面の設定を多くし、外国語の音に 

 親しみ、慣れるようにする。 

・ALTの支援を受けて外国の文化を取り入れたアクティビティを実施することで、外国語の学習への意

欲関心を高める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①外国語を用いることに不安を感じている児童が

多いため、ICTを活用した視覚的な教材を用いる

ことで、安心して外国語を話せる環境を整える。 

②ALT や担任、またはクラスメイトと外国語を用

いてコミュニケーションを取る場面を多く設定

することで、外国語に親しみ、外国語を用いて

関わることへの意欲を向上する。 

＜検証方法＞ 

❶視覚的にも会話表現や単語等を確認できるように教材を用い

て、ロールプレイや発声練習を行うことで意欲的に取り組む児

童を 10％引き上げる。 

❷外国語を使うことへの意識アンケート、例えば「友達と外国語

でコミュニケーションを取ることは楽しい」等、を実施して、

児童の意欲関心の変容の様子を測る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・ICT や絵と単語を連動させたカードの活用など

で、視覚情報を十分に提示することで、それら

を活用しながら発話を促すことができた。 

 

＜課題＞ 

・共に、６年生の学習内容が難しくなっており、

かつ教科書の構成からも文法指導や筆記指導に

傾倒していた。 

・十分な発話の時間を確保できていない。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・細かな発音指導や文法指導に偏らずに、表現が

誤っていても伝えようとする主体性を育みた

い。そのために、安心して学習できるように十

分な視覚情報を用意する。 

・高学年になると英語を話すこと、発言すること

への抵抗感が強くなるので、正解にこだわるの

ではなく、すすんでコミュニケーションを取ろ

うとする態度を育む。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・英語を使ってすすんでコミュニケーションをしようとする主体的な態度をもって学習に臨むことが

できる。 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 道徳科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・教材文の内容や登場人物に共感し、自分事として価値項目について考えること。 

・対話的な活動の中で、価値項目について考えを深めていくこと。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・身近な場面から気持ちや行動の意図を考えさせ、イメージしやすくする。 

・思考を整理するために、ワークシートを活用する。 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・導入場面でも価値項目について自分の考えを出し、まとめの段階でも自分の考えを出す双括的な学

習の流れで授業を行う。 

・グループでホワイトボードや ICT 機器を用いて、話し合い考え合ったことを整理する時間を設定す

る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①価値項目や導入場面の問いに対して、初めに考え

をもたせたうえで、教材文や友達の意見に触れた

上で改めて自分の考えをもつ学習の流れで授業展

開する。 

 

②毎回の授業の中で対話的に価値項目について考え

合う場面を設け、その内容をホワイトボードや ICT

機器に整理できるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶はじめの意見とまとめの段階の意見の変容や理由

の内容を見取り、検証する。 

 

 

 

❷ 話し合いの様子を観察し、ホワイトボードや ICT

機器に記載されている内容が、価値項目に正対し

ていた考えが深まったかを検証する。 

４．検証結果（成果と課題） （年度末に記入する） 

＜成果＞ 

・導入で自分の経験を想起させたことで、授業内の

価値項目に迫る頻度が増えた。 

 

＜課題＞ 

・価値項目によっては、自分事に考えることが難し

い児童もいた。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・児童の生活経験を生かして、考えたり話し合った

りする機会を設ける。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・教材文と自身の経験を結び付けながら話し合い、価値項目に迫ることができる。 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 総合的な学習の時間〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・６年生の総合的な学習の時間では、「アホウドリ」「タコノ葉細工」「世界遺産」と小笠原の地域や伝

統に根差した学習を行う。それぞれの課題を自分ごとと捉え、自然や伝統、文化をより良く継承して

いくために課題と向き合う。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・外部講師の講義から課題を見つけ出して、インターネットや本などで調べ探究的な学習を展開する。 

・学習の振り返りや進捗状況を授業の終わりに全体で共有する。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・問題解決型学習として課題を児童に考えさせて取り組ませることで自主的に課題に取り組む姿勢を

養う。 

・外部講師による体験型の学習を交えることで小笠原の伝統や文化、自然をより身近に感じる体験を

経験させる。 

・発表で学んだ情報を整理し、外部へ発信する経験を通じて小笠原への知識を深める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①導入部分で学習のめあてを明確にし、前半で体験

的学習、後半で課題を整理して解決に向けて取り

組みさせる。 

②外部講師を招き、話を聞いたり、伝統工芸をつくる

体験をしたりすることで、さらに学習意欲が増す

ようにする。 

＜検証方法＞ 

❶一番初めの学習計画を立てる段階で、まとめ方を

どのようにしたらよいか全体で交流するときの発

言で検証する。 

 

❷ワークシートの記入状況や発言の様子などで検証

する。 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・専門家から身近な題材について実践的・体験的に

学ぶことで小笠原の自然や文化への理解を深め、

親しみをもつことができた。 

 

＜課題＞ 

・「自分はどうしていくのか」には、ありきたりな考

えが多くなる傾向にあった。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・小笠原だからこそ、島で育っている子供だからこ

そ考える視点を持たせることが必要である。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・小笠原学習を通して、小笠原の自然や文化に親しみ、自分事として未来について考えることができる。 

 


